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 近 年 、 骨 折 等 の 疾 患 に 対 し 、 新 た な 骨 接 合 材 料 と し て 生 体 分 解 性 の 特 性
を 有 す る マ グ ネ シ ウ ム 合 金 の 応 用 が 検 討 さ れ て い る 。 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 は
生 体 内 で 組 織 液 と 反 応 し て 分 解 が 進 む た め 、 局 所 循 環 血 流 量 の 影 響 を 受 け
る と 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 移 植 さ れ た マ グ ネ シ ウ ム 合 金 周 囲 の 組 織 液 は 、
周 囲 組 織 の 治 癒 過 程 す な わ ち 器 質 化 に よ っ て 減 少 す る と 考 え ら れ る た め 、
結 果 と し て 分 解 挙 動 に 影 響 を 与 え る こ と が 予 想 さ れ る 。 一 方 、 移 植 さ れ た
マ グ ネ シ ウ ム 合 金 が 組 織 液 に 触 れ る と 、 リ ン 酸 イ オ ン な ど と 反 応 し て 表 面
に 腐 食 生 成 物 を 形 成 す る た め 組 織 液 の 暴 露 を 抑 制 し 合 金 の 分 解 に 影 響 を 与
え る と 考 え ら れ る 。 そ こ で 本 実 験 で は マ グ ネ シ ウ ム 合 金 の 分 解 挙 動 と 局 所
の 循 環 血 流 量 、 腐 食 生 成 物 、 周 囲 組 織 の 治 癒 と の 関 連 に つ い て 調 べ る た め
に 研 究 を 行 っ た 。  
 材 料 は ２ . 0×３ . 0×０ .１ m m の マ グ ネ シ ウ ム 合 金 、 A Z 3 1 を 用 い た 。 １ .術
前 の 状 態 を マ イ ク ロ C T で 体 積 を 測 定 後 、 S E M / E D X で 表 面 の 形 態 、 構 成 元
素 の 分 布 を 分 析 し た 。２ .生 食 と 擬 似 体 液 を 用 い 浸 漬 試 験 を 行 っ た 。浸 漬 1、
2、4 週 後 に マ イ ク ロ C T で 分 解 挙 動 お よ び 体 積 減 少 率 を 、S E M / E D X で 表 面
の 形 態 、 構 成 元 素 の 分 布 を 分 析 し た 。 ３ .ラ ッ ト を 用 い 移 植 実 験 を 行 っ た 。
移 植 部 位 は 隣 接 組 織 お よ び 循 環 血 液 量 を 考 慮 し 、 脛 骨 骨 膜 下 、 頭 頂 骨 骨 膜
下 、背 部 皮 下 脂 肪 内 、腹 腔 内 、大 腿 四 頭 筋 中 の 計 5 部 位 に 移 植 し た 。移 植 1、
2、 4 週 後 、 サ ン プ ル と 取 り 出 し 浸 漬 試 験 と 同 様 に マ イ ク ロ C T、 S E M / E D X
で 分 析 し た 。 ま た 、 移 植 部 位 の 組 織 を 病 理 組 織 学 的 に 観 察 し 、 周 囲 組 織 の
創 傷 治 癒 に お け る 組 織 変 化 を 病 理 組 織 学 的 に ス コ ア 化 し 評 価 し た 。  
 浸 漬 試 験 後 の マ グ ネ シ ウ ム 合 金 の 体 積 減 少 率 は 生 食 群 が 擬 似 体 液 群 よ り
高 値 を 示 し た 。 ま た 、 表 面 に は 亀 裂 が み ら れ 、 リ ン 、 カ ル シ ウ ム お よ び マ
グ ネ シ ウ ム が 均 等 に 分 布 し て い た 。 移 植 試 験 後 の 分 解 挙 動 は 移 植 部 位 に よ
り 異 な り 、 ま た 体 積 減 少 率 は 腹 腔 内 が 最 大 で 大 腿 部 が 最 小 と な っ た 。 サ ン
プ ル 表 面 に 析 出 し た 腐 食 生 成 物 の 体 積 は 経 時 的 に 増 加 し 移 植 部 位 に よ っ て
差 が み ら れ た 。 ま た 、 表 面 の 不 規 則 な 形 状 を 示 す 腐 食 生 成 物 の 構 成 元 素 は
リ ン 、 カ ル シ ウ ム か ら な り 、 分 布 お よ び 濃 度 は 不 均 一 で あ っ た 。 周 囲 組 織
の 病 理 組 織 学 的 ス コ ア に お い て 、 す べ て の 群 が 術 後 １ 週 に 高 値 を 示 し た 。  
 以 上 の 結 果 か ら 、 マ グ ネ シ ウ ム の 分 解 挙 動 は 正 常 時 の 局 所 循 環 血 液 量 に
依 存 し な い と 考 え ら れ た 。 ま た 、 腐 食 生 成 物 の 析 出 は 分 解 に 影 響 を 与 え る
可 能 性 が あ る こ と が 示 唆 さ れ た が 、 組 織 内 で は 、 腐 食 生 成 物 の 析 出 が 一 様
で は な い た め 分 解 に 影 響 を 受 け な い と 考 え ら れ た 。 ま た 、 病 理 組 織 学 的 ス
コ ア か ら マ グ ネ シ ウ ム 合 金 の 分 解 挙 動 は 創 傷 治 癒 と 関 係 が あ る と 考 え ら れ
た 。 つ ま り 、 マ グ ネ シ ウ ム 合 金 は 組 織 の 治 癒 過 程 に 影 響 を 受 け る た め 、 使
用 部 位 の 治 癒 を 考 慮 し た 材 料 の 設 計 が 必 要 で あ る と 思 わ れ た 。 今 後 、 使 用
用 途 や 部 位 に 応 じ て 表 面 処 理 や 構 成 元 素 の 改 良 が 必 要 で あ る と 考 え ら れ
た 。  
 
 
 
 
